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「箱入り娘」 ⑥ 
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「箱入り娘」３代目の“モカ“は、年齢も１歳と６ヶ月になりました。体重は 4.5kg でメス猫としては大 

きい方で、「箱入り娘」初代の“リザ”や２代目“モナ”よりも格段に重い。大きくなってもお転婆ぶりは 

変わりません。でも、猛暑続きのためか動きは悪く、エアコンと扇風機を併用した部屋で寝そべって 

います。 

 

写真①は日光浴中のモカ。モカは、１階リビングの庭を見渡せる 

ガラス戸そばがお気に入りで、小鳥や蝶を眺めています。たまに大 

きな鳥が現れると、鼻に皺をよせて文句を言たり、網戸に近づく蝶 

に跳び付いたり、ただボーとしている訳ではありません。ある時 

「モカちゃん、陽に焼けるから、カーテンの内側に入りなさい」 

  と私が言うと 

「……？ 猫も陽に焼けるの」  

  と、７歳の孫娘が私に疑問をぶつける。傍にいたこの娘の母親 

（私の娘）は、ニヤニヤしながら私に変なこと教えないでよと、目が 

語っていた。 

 

「モカちゃんはいいな～。宿題もテストも無くて」と 10 歳の孫娘。 

「ピアノの練習もしなくていいしね」は７歳の孫娘 

 

写真②は、２階の欄干に乗って私にちょっかいを出すモカ。この 

場所は前号「箱入り娘」⑤で紹介しましたが、オーバーランして１階 

床面まで墜落した危険ゾーンです。その落差 3.4ｍは 1.7ｍの大人 

２人分の高さですから、写真②、③を実際に見ると肝を冷やします。 

今は体重が重いため、もし転落したら無傷ではすみません。いくら 

注意しても、このお転婆ぶりは直りません。でも、“ヤンキーモカ”  

とか“クレージーモカ”の呼び名は返上しつつあります。まだ、気の 

抜けないところはありますが、かなりコネコネができるようになりま 

した。 

 

  ここで、新顔の登場です。 

７月の中頃、八王子の娘のところで子猫２匹を飼い始めました。 

写真④リボン（♀）と⑤ココア（♀）で、名前は 10 歳の孫娘がつけ 

ました。写真④⑤は８月にモカを含め、３匹揃ってワクチン注射を 

した日のもので、体重はリボン：1.2Kg、 ココア：1.5Kg、モカ：4.5Kg 

でした。 

                                                                                  

                                           

      

                                     

② 危ないから降りなさい 
 

日光浴中のモカ  

①  

③ やめなさい、危ないから 
 

④リボンちゃん ⑤ココアちゃん 

ココアは小型犬のチワワに有り

そうな特徴のある顔をしていま

すが、子供たちは２匹をとても

可愛がっています。 

 

            完  


